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第2圃、夏山讃山位置交通圏

くその露：頭があり。i延長5m，幅2n1，走向N20QE，傾・

・斜700NWで鉱石はクリーム色を帯び局部的に褐色に

し汚染される。露頭下部昏向け7m，下部から鑛入坑道17

　　　　　　　　　　　　●

mを掘繋して幅6¢mのものにあたる。この部の鉱

・石は純白に近いが，稽々淡線を帯びる。一．

　これが分析の結果は　．　　　　　　、，ブ、

　　　　　◆Sio2　60・06％　　K20　0．00％
み1263　0．41

Fe203　2．61
皿90　31，46，

CaO　　O．32

　Na20　・0．00　1
　1g．Loss．5・30
　Tota1100．10　、．
TP．

　　　（分析者　地質調査所’関根節郎）

で鉄分の少いヒとは本邦産中随一である。満洲産滑

石には多少劣るが，域は窯業方面の使用に耐えるか1

目下之：が試験を依頼中である。』

　4・現灘，　　、　　，　昼
　調査当時迄休山していたが，露頭の延長方向及び

下郡へ鉱石が継続ぜぬか1或は他繭様の露頭なき

かと期待して鏡意探鉱中であつた。ヌ鉱石の｝部を

窯業会冠へ逸つ七使用試験依頼中であつた。

　5．結　『言
　夏山鉱床は今なお鉱床の規模は小であるが，本邦

の多くの滑石中品位に於てセ、この右に出ずるも爾は、

・ないので・充分の鉱童が得られる様に露頭の延長・

’
下

部は勿論附近に向種の露頭発見に努むべきである。

（昭和23年6月調査）
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　　　　　1，序　言
叩和23年チ月15，16の両日東邦タルク株式会肚般木

鉱業所の滑石鉱床を概査レたので，．以下報告する。調査

には菊池徹及び富田光孝を同行した。調査に当つては鉱

業所長秋吉郷造氏，鉱業権者武吉律義氏を始め般木村合

田助役の好意に浴した。此処に記して深甚の謝意を表す

る。なお本調査は窯業原料協議会との共同調査の一部で’

ある0

　　　　　2・・溶　輩　
駿木村の山地には明治年代石筆材を採掘した場所の在

養ことは土地の古老の瓢る処であつたが，昭和羽年末．

東邦タルク株式会赴は．之を知り土地の有力者の協力を

得，今年に入つて種子川及び中尾谷の露頭並に旧坑を発

見し直に之を稼行する計画を樹て，採掘に着手した。碗

時に搬出に必要な資材の蒐集をも行い，調査当・時ほ鋭意

露頭下部の探鉱採掘に取掛っていたのである。

　　　　亀　位置，交逼及び地勢

ド鉱山名　東邦タルク株式会祉艦木鉱業所

　鉱一区　愛媛縣試登　申請中
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■

　　一般木鉱業所嫁愛媛縣新居郡般木村に在りジ事務所は麟

　木村池田に置く。池田は予讃線新居浜駅の東南東約6km・

　國道に獅ているQ現場は職腺こ分力船池田の西を
　北洗する國領川の支流種子川の上流と，池田の東，関川

　　　　　　　　　ハ　に注ぐ中尾谷の上流に在るo
　　種子川規場ほ事務所の西南直距4kmで，調査罫時，．

　　山麓の川口までは貨物自動車を通’じ得たが，’山地2km

　　の間は車馬すら宍全に通じ得なかづた。

　　車尾谷現場は事務所の東車6k恥その聞2㎞は車馬
　　を通じ得るカ㍉中尾谷に入つては山道餐漸く入あ通り得

　　る程度であつたので，鉱石搬出にはエンドレス索道架設

　　を計画していた。

　　この地帯は東西赤石山の北山腹に位し，地勢峻瞼では

　　あるが，索道施設が完備すれば・索道絡点から新居浜駅

　　叉は薪居浜港まで・それぞ紅6km或は10kmで・鉱石

　　蓮搬には著しく支障を来す惧はな馬山林には松材多く・

　　坑木には充分，冬期の鱈も多くはなく・操業不可能一と

　　なることはない0

　　　　　　　　4・地質及び鑛床
’

　　船木村は別子銅山に東隣する地帯で結晶岩片から成

　　るる片岩の種類には緑泥絹雲母ジ絹雫母石墨，石墨片岩．

　　等が励，一般あ走向はN60・Wで，‘柚叉はSWへ

　　偵斜するq片岩は屡々蛇紋岩に貫入される◎蛇紋岩は片．

　　岩の走向に乎行に貫入する岩床で，暗緑色を呈し，剥理

　　性を示す。

　　滑石鉱床はとの蛇紋岩のゲ部を交伐し，一般に蛇紋岩

　　の下盤に澹うて脈状に発蓬する。

　　種子川鉱床　種子川部落の南1km余，種子川の東岸’書

　　高踵銘Omの地点に在り，蛇紋岩に俘う脈歌鉱床で，蛇

　　紋岩の上盤は緑泥絹雲母片：答下盤は絹雲母石墨片岩か

　　ら成り，片岩の牽尚はN叩。W3傾斜は5G9耳E秀あ

　　る。鉱床は蛇紋岩と下盤の片岩との境に脈1伏に露出し，

　　露頭部では幅広い部で3m，延長20mで，東端では次第

　　に尖滅する男犬をなすo脈中には屡々放射労犬に集合する陽

　　起石の長さ10・m以上の結晶が発蓬する。旧時石筆材を

　　　　　　　　　　　　ぺ　　切出したと言われ，露頭附近には多量の切屑が堆積す

　　る。露頭より垂直17・3mの地より露頭の部の西方延長

　　へ向つて鑛入坑を設け，掘進の結果調査当時恰も着脈

　　し，この部から鑓押坑に轄じて探掘に着手する処であつ

　　た。

　　　蝿谷鉱床蝿谷嘆講紳Omの糠で頒し・
　　西谷と束谷とになる谷は下兜山に源を発する。合洗点の

　　李地に探鉱詰肪を設ける。これよ・り上流の地は共に急峻

　　である。西谷に1箇ヅ東谷に2箇の滑石露頭がある6

　　　西谷の露頭は詰所から約100m谷を湖つた駈に在り，

　』蛇紋岩上に懸る曝の側にあるo鉱床は蛇絃岩中に鵬伏に

胚胎し，鉱床を貫く断層は鉱床歌態を不規則とするが，

1露頭の幅は2m以上に遽する。、蛇紋岩嫡厚さ可成のもの・

で，上盤下盤何れも石墨片岩で，その走向はN60。W，・

傾斜は50。SWであるが，断暦の爲か，局部的の鐡曲が

著為しい。露頭鄭から鑓押して旧時石筆材を採掘した1印

’
坑

がある。露頭部で鉱床の延長20mに及んでいる。

　東谷の露頭は詰所から高距300皿、を上つた谷の東側に

紘雌9道臆坂噺しく謝たも9砺る・聴
の露頭ほ略同水準に約40mを隔てX露出し，東のもの

を一号坑，西めものを二号坑と名づけるQ

　二号坑は絹雲母片岩を母岩とし，走向断暦14滑5て発

達する鉱床で，嘗つては石筆材を採掘し，掘進8血に及

ぶ水平坑道がある。鉱床は脈状をなし，走向N500W，1

傾斜は509Sで，脈幅2m，坑内の引立では0．6mを示．

．すが，．地表で約30mは追跡することが出来るo旧坑の

取明け鑓押し探掘の準備中であつた。

　一号坑は一の断暦谷に蛇紋岩が露出し，その一部は交

代されて鉱床となる。鉱床の走向N50。W，傾斜40ゆl

sw’で，両盤は石墨絹雲母片岩である。脈中にはレンズ

駄に蛇紋岩が來まる。鉱床もレンズ状で，露出部の延長

201n，脈幅厚い部では3mに蓬する。露頭の下部8mよ

り鍾入坑を掘進中であつたQ

　　　　　　　5。品位及び鑛量
　種子川産の滑石は淡緑で亜透明，駒色のものは比較的

少く，從つて磁鉄鉱等の不純物を含むζとも少く，一般に

品質良好であるじ脈中に陽起石結晶の発蓬することは翫

に述べた。分析結果は次表の恥．1の如きものであるα

　　　　　第1表　船木産滑石分析表1

　　　　　　No．1
Sioり　　　　　　　　　　　　61．43

AI203亙　　、1．30
：Fe2031

：FeO　　　　　　　4．65

CaO．　　，。　6．02

MgO　　　　29・20，
K：20　　　　　n．d．・
Na20　　　　　，　　　　　n．d。

・典｛1；1轟Ol：蟹’

No．2三

58．3生、

3．021

　4，27

　tr
　30．20

　n．d．、

　n，d．
（一）0．05

（＋）n・d・

叉中尾谷鉱石も種子川産のものと大同小異で分析結果o

は第1表のNo．牙に示す通りである。，

　（分析者　地質調査所地質部　安藤武）、

次に鉱量に就ては，各採掘現場とも漸く探鉱に蕾手

し1露頭下部から舗入坑を設げ着脈したもり1未だ着脈

に至らねものもあつてプ確定鉱量を計算し得るまでには

蓬ぜぬが，露頭の延長，幅から推定すれば次の如，き値を・

得るQ
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　　　　　延長　高低差　雫均脈幅　比重　t
l『種子川　　　　，　　　30　×　マ　×　、2　×「2・7＝2・8×103　、

1、麟／西谷・20×1Q×襟1：1二1：1器
　　矧；讐搬搬1●1・×2．7＝1．5×、伊

　　　　　　　　　　　合計16．5×103
印ち推定約6・500tを計算し得る。

然し蛇紋岩に関係ある此種鉱床は下部への発達著しい

るものであるので，開発の進捗するにつれて鉱量は上記

母計算値あ数倍に増加するであらう。　・

　　　　・6．調査當時の情況
東鉱山は開発潮く緒に就いたばかりで，種子川鉱床は．

錨入坑が着脈し，これから採掘に掛るところであり・鉱

一石蓮搬9軽索ほ準備中であつた・中尾谷鉱床は最初に東

谷め一号坑，二号坑り鑛入坑を匪墾し，採掘計画を樹て．

る程度で，鉱石搬出の．エンドレス索導もこれから資材を

モ集める処である。

　’從業員は20名余りで，なお募集中であつ

た◎

　設備は事務所噂練，詰所二棟あるめみで，

「’選鉱場，貯鉱場等逐次建設め計画があつた。1

　昭和23年S月の報告によれば日産別に及

んだとのことでる0

　　7．結語及び意見
本鉱山の鉱床は結晶片岩に滋入した蛇紋岩の噌部を交

母た脈緯床で・露頭の規模は灘知られているもの

では高知縣白滝鉱山に亜ぐものである。鉱量は目下のと

ころ，多くはないが，品質は比較的良好であり下部岱り

発展が期待出来るので）大に将来性に富む鉱山である。　一

下部への探鉱開発は山勢急である爲容笏である。唯鉱石

の搬出設備には相当の資材を要するが，之が整う曉には

四國でも有数の莚地となるであらう。（昭和23年4月調

査）
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　　　　　1．序　言1
　　　　　アザイ　』昭和23年4月7口砦部滑石鉱床の概査を行つたので　．

，鴫∫報告する。 同調査には富田光孝を俘つた。調賓に当？て

は東邦タルン株式会肚皆部鉱業所の職員諸氏より，種々

、の便宜を享けた。記して深謝の意を表する。

・　砦部鉱業所の鉱区関係は家の蓮りである。

　　岡山縣試掘登録番号4927番

　　鉱種名石綿

　鉱業権者東邦タルク株式会肚

　鉱区面積165，000坪

　　　2．位置，塗逼及び地勢

砦部鉱業所は岡山縣上房郡砦部町三谷に在り，三谷は

　　　　　　　　　　　ホウコク下費部の北2km，縣道の東方に位置する。伯備線方谷駅．

から乗合自動車で東北へ拶km馳れば下砦部に達する。

下砦部には鉱業所事務所がある。

鉱業所附近は地勢緩慢で海抜船0∬・内外の丘陵地で，

．著るしい谷川もなく冬期降雪少い爲操i業iには甚だ便界Uで

あるが，一方には将来必然的に下部へ掘進するとなると・

竪坑等を考慮せねばならないので・交通・渾搬共に比較　ヌ

的恵まれているに拘わらず，鉱山としては土地低夷に過・

ぎる感がある。

　　　　　3．地．質・「
鉱山附近を構成する地質は秩父古生暦，第三紀層及び

沖積暦とであるが，鉱区外梢々離れて蛇紋岩，石英斑岩，．

・潤緑岩が古生暦を貫いて発蓬する。

秩父古生層は砂岩・頁岩，千枚岩及び石友岩等顔ら成

る。砂岩，頁岩は茶褐色で通常走向N40。W，傾斜70。

SWで酪るが局部的に激曲甚しく・千枚岩に移化する。

石友岩は鉱区の南方に広く発蓬する。

蛇絞岩は鉱区の東北部に規模梢々大なる逆入岩体をな

し』之跡ら分枝した支脈は砂岩，，頁岩等に貫入し，水成

　　37一（153）
『
●

の

、




